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（人工衛星共通技術の分野）

開発項目：技術試験衛星瓢型（ETS二孤）　　　　　　　　　　　　一

搭載用宇宙ロボッ ト要素技術試験装置の開発

研究機関等名：通商産業省機械情報産業局　　　　　　　　　　　　　　　　出
「

」

年度
”

平成6年度～10年度計画
’
，

予算額

平成4年度盛績　　　1 平成5年度計画

@　　，
6 7 8 9 10 最　終　目　標

｝

（千円）

事項 ㌻82，353 137，107

炉 △打上げ 技術試験衛星三型（ETS一三）
ﾉおいて、高機能ハンド実証実験をE，　　M
行う。

P　　F　M

概念設計
●

予備設計 卜

、

基本設計 げ

煽

’

詳細設計 ’

実
　
　
　
験
，
レ

！

、特記事項 平成3年6月に関係 技術実証試験を行う 平成8年度に技術試験衛星一型 （ETS一～①にて打上げ予定。 備　　　　　考
1

省庁間で取り交わされ にあたって必要とされ
㌔

げた暫定インターフェイ る実験装置のシステム 平成4年度スタート
ス仕様に基づき、概念 の検討及び要素試作を
設計・予備設計及び部． 行う・ 馳

F

分試作品の製作を行っ
た。
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（人工衛星共通技術）

昏

開発項目：宇竃におけるアンテナ組立、テレオペレーショ ン技術の研究　　（開発研究）

研究機関名等：’郵政省通信総合研究所

年　度 昭和61～平成3年度実績 平成6年度～10年度計画

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額　　　　　・ 6 7 8 9 10 最終目標
’　　（千円） 露

事項　　　　　1 64，397 9，0α0 11，840
㌦

大型アンテナ組立技術 ← →
の組立、試験及び応用

技術試験衛星霜型搭載用

牛㈲@構
’ 《

に関する技術開発を行
｢、技術試験衛星二型

馳

、

ETS－V狂 （ETS－V皿）及び宇
打上 宙ステーションにおけBBM試作 ←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

る技術実証を通じて、
’

量 将来の宇宙技術の基礎EM／PFM 劉　　　　　　　　　　　　r
←

－

→
を確立する。

地上施設整備 ∫ ← →
’

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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特　記　事　項 宇宙における組立型アンテナ ETS一己による組立型アンチ ETS－W搭載用結合機構のEM 宇宙用大型アンテナの組立シ 備　　　　考

の技術開発として、アンテナの ナ要素技術の宇宙実証及びテレオ 及びPFMの開発に着手する。 ミュ レーショ ン実験施設を整備

地上試験モデルの開発を行っ ペレーション技術開発のため、衛 し、 アンテナ組立技術の開発を
P

た。 星搭載用結合機構のBBMの開発 行う。
㍉　　　f

組立型アンテナ地上試験モデ を行った。　　　　　　　　　’ 衛星搭載用アンテナ結合機構

ルを用いた組立実験設備及び電 旺 を技術試験衛星三型 （ETS一’
機性能試験設備を整備し、実験 ／

瓢） に搭載して打ち上げ、 宇宙

及び特性測定を行った。 での実証実験を行う o
また、．ETS一三の搭載実験

ぐ
タ 機器について、関係機関と調整
を行った。

，
象
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（’宇宙輸送の分野と）

　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

J発項目　：M－3SHロケット　（開発）
､究機関名瀬：文部省宇宙科学研究所　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　の

噌

昭和5右　～平成3年度実績
　　　　　　　，
ｽ成5年度計画

平成　年度計画　　　　　　　　年　度

@　　予算額
@　　　　　（千円）

C事　項

56、 57 58 59 60 61 62 63 乖 2 3
平成4年度実績

り
　最　終　目　標

m

3　2ジ　73　1　，　4　5　0　　　　　　　　　， 3，585，600 636，000
〉

P 、
‘

F

“ h

　　　　　　　　　　→@　　　聖

o

「

一

｝

設　計

J発試験　SB－735
@　　　　M－2B
@　　　　M－3B
@　　　　KM－P
@　　　　KM－D
@　　　　KM－M
@　　　　KM－L

ｻ作・全段組立・打上げ　　　　　　駄

@　き

戸

1号機
Q号機

γ
1
γ

」 3号機 γ

4号機 γ

5号機 γ ㌻

6号機 γ

7号機 γ

、

8号機 γ

備　　　　考　　職
@　特記事項

@　　　　　　　　　げ　　　し

@　　　〒@’

@　　　「
^

　打上げ
ﾅ上げ　　　　　　　打上げ

@打上げ
ﾅ上げ
ﾅ上げ

　7号機：第15号科学衛星　　通商産業
uASTRO－D」を5．2．20　協力して、

@　　　　　　　　　　　　　上げる。

@　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　省及びドイツに、

@　　　　5年度冬期に8
?@で軌道上からの無人回
禛Vステム

uEXPRESS」を打ち

’P
u㌔

�
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（　宇宙輸送の分野　）

開発項目　：M－Vロケット
（
開
発
）
5

研究機関名四：文部省宇宙科学研究所
！ 　　　　　　　　　　，　！C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

年　度へ
平成2年ん 平成3年度実績 平成6　～ 9年度計画

平成4年度実績 平成5年度計画聾

予算額　　　　’
“ 6 7 8 9 最　終　目　標

　　　　　（千円）

磨@項 5，361， 800 3，675，200 4，403，405
」

「

一

言　発・試　験　　’
、

罰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

@　　　　　　　　　’
！

M－14 〉

M－24　　　」
ξ

M－34
早

，
’ 」

叩

製作・全段組立・打上げ 1号機L γ

盟 κ 2号機

3号機

γ

肌
L

γ

聯

、

↑、　　　　　　　　　　　　」

f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

雫　，

　　　　　　　！ 5

ノ
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特記事項
備　　　　考

開発試験に着手した。 引き続き開発試験を行った。 引き続き開発試験を行う1 開発試験を完了し、
、

署

7年度に1号機で第16号科学衛星「MU SES－B」を打ち上げる。
’

㌧ T ，

8年度に2号機で第18号科学衛星「PLANET－B」を打ち上げ

　　ドf

恥

る・　　　　　　　　19年度に3号機で第17号科学衛星「LU酷R－Ajを打ち上げる。

，

二
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ノ
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（宇宙輸送の分野）
F

暑

開発項　目：H－Hロケット

､究機関名等：宇宙開発事：業団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi開発）　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　辱

u

、

昭和58～平成3年度実績 平成6～9年度計画
　8ｽ成4年度実績 平成5年度計画

　　　　　　　　　年　度

@　　　　曳
@　　　　予算額
@　　　　　　　（千円）0事項

6 7 8 9

1　9　9，　7　2　5，　5　0　0　　　， 44，607，596 39，120，188
　　　　　　　　　　　　　△
C　　　　　　　　　　　　　GTV
@　　　　　　　　予備・基本1　、　　　　　　　詳細設計

@　　システム研究　維持設計

△ 　　　　　　　　　　↑
@　　　　　　　　TF＃1

凵@　維持設計

　↑　↑　　　　↑
sF＃2　TF＃3　　F＃4

@　　予備機

↑　　↑
e＃5　F＃6

→

∫　打上げスケジュール

@　　　　　　　～
黶@　　　　　　　　　　　聖

@設　計

@　　　　　　　　　　　τ
@開発試験

@製作・全段組立

A　打上げ準備

@　　　　　　　　　　　∈
T

　　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

@　　　　　システム設計　　　　　　璽

､究開発　　開発・基礎試験←　　　　　　　　　　　　　→←　　　　　　　　→

←　　　　試作試験

→

　ロケットの第1段に
t体酸素、液体水素を
юi薬とするエンジン
�ﾌ用すること等を図
閨A重：高高2トンの静
~衛星打上げ能力を有
ｷるロケットを開発す
驍ｽめ、平成5年度に
詞ｱ機1号機を、平成
U年度に、試験機2号
@及び試験機3号機を
ｽ成7年度に4号機を
ｽ成8年度に5号機を
ｽ成9年度に6号機を
ﾅち上げる。

。1　　　　　　　　　　　　　←

Dヒ　　　　　＿ 実機製作

TF＃1、TF＃3、
sF＃2、　F＃4

F＃5

備　　　　考
　　特　記　事　項

@　　　L　　　　　　　　ヤ

@　　　　　　　　　¶
F　　，

A櫓

@　　　　　μ
L　　　　　　　　声

@ダ

@　　　　　ノ

@　　　　　　　　晋　　　〕

①　システム研究、システム設計、予備・

@基本・詳細設計、維持設計を行
@つた。
A　下記システムの開発基礎試験
@を行った。
@・一肩1段構造・推進系
@1衛星フェアリング、計図通信系　・一固体ロケットフースタ③　下記システムの試作試験を行った　r一・第1、2段構造推進系・油圧系　　衛星フェアリング、火工品　　誘導・計測系　　第1段エンジン　　固体ロケットブースタ　…　（原型・実機型・認定型）④　実機開発を行った。（GTV、　TF

@＃1、TF＃2、　TF＃3、予備機）

D　4号機の開発に着手した。
@　エンジン燃焼試験設備、ステ
E一ジ燃焼試験設備及び射場設備
@の建設を行った。・　大型フェアリング及び複数衛星打ち

F上げシステムの開発を進めた。
@　GTV作業を行った。

①　維持設計を進めた。
A　下記システムの試作試験
@を行った。
@、一一第1、2段推進・油圧系
@　衛星フェアリング、火工品、

@　誘導系
@　第1段エンジン（認定型）　5　顧　喚

B　実機開発を進めた。
@　（GTV、TF＃1、TF＃2、T
@　＃3、予備機、F＃4）
C　ステージ燃焼試験設備建
@設、射場設備の建設を進め
Dた。
@大型フェアリング及び複数衛星
@打ち上げシステムの開発を
E進めた。
@　GTV作業（平成4年度
@分）を行った。
F　第1段開発のCFT作業
@平成4年度分）を進めた。

①　維持設計を進める。
A　下記システムの試作試験
@を進める。
@　第1段推進・油圧系、
@　第1段エンジン（認定型）
B実機開発を進める。
@（TF＃1、TF＃2、　TF＃3、予備
@　機、F＃4、　F＃5、F＃6）

C大型フ・アリング及び複数衛
@弓打ち上げシステムの開発
@を進める。
D第1段開発CFT作業（
@平成5年度分）を進める。
@　TF＃1の打ち上げを行
@う。
E　GTV作業（平成4年度
@引き続いて、
@開発CFTを行う。
F．TF＃1の打ち上げを行
@つ◎

①　維持設計を進める。
A・実機製作を進める。

B　TF＃2、TF＃3、F＃4、F
@　＃5、＃6の打ち上げを行う。

@　　　　　　　’
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開発項目：J－1ロケットの開発 （開発）

研究機関名等：宇宙開発事業団
2

皿

年　度 一

平成4年度実績 平成5年度計画
平成6、 7年度計画

予算額 6 7 最終目標　　　　　　　（千円）
磨@項 433，679 3，214，929 ’

’

、

△　　↑ 小型、安価な打上げ

〆　1　設　計 　　　　　　　　　　　　　一@　　　　予備設計←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 　　　　　基本設計←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　　、 　詳細設計←　　　　　　　　　　　→

GTV　TF＃1
@維持設計←　　　　　　　　　　　　→

需要に対応するため、
瘠O道へ1トン程度の
A送能力を有するロケ

2　開発基礎試験
§礎試験

昌

ットの開発を行う。

ｽ成9年度に2号機
皇 → を打ち上げる。

，

3　機体製作 　　　　～ｩ
TF＃1機体製作

一 →

打ち上げ射点施設設備

1　射場施設設備の撤去
　　　　H－1施設の撤去←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

ピ

」

2　射場施設設備の整備
　　　　　システム検討←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

←

射場施設設備の妥監備

’ →

マノ

特　記　事　項 恥
　
，

　J－1ロケットの予備設計、システム検討を行った。

　J－1ロケット開発のため
ﾈ下の作業を行う。

J－1ロケット開発のため 備　　　　考

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹸

　構造系試作試験、電気系試作試験電気系試作試験、風洞試験を行った

@射場施設設備の撤去、H－1関連不要施設の撤去を行った。

@射場施設設備の整備、射場点検設備システムの検討を行った。

（1）基本設計
i2）試作試験
@①構造系試作試験
@②　電気系試作試験
@③　風洞試験
i3）射場施設設備の整備
i4）実機製作の着手

以下の作業を行うしている。（D詳細、維持設計（2）射場施設設備の整備（3）実機製作

ことを計画

@、

　H－1ロケット及び
l－3SHロケットの
J発で得られた技術を
gみ合わせるごととし’
ﾄ、文部省宇宙科学研
?鰍ﾌ協力を得て開発
�sう。
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「
〆

幽 、

（人工衛星及びロケットの開発に必要な施設）

開発項目：人工剛結試験設備の整備
ユ

研究機関名等：宇宙開発事業団

　　　年　度
| 昭和61～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

’

予算額　　　　　， 最　　終　　目　　標 備　　　　考
　　　　　　　（千円）
磨@項 21，149，615 425，359 128，285

ERS一ユ以降の大型衛星試験 三軸姿勢制御システム試験設 振動試験設備の改修を行う。 人工衛星の開発に必要となる各
　　　　　　伽U を行うために必要となる第2大型 備の改修及びETS－VI衛星間 種試験設備の整備を行う。

スペースチャンバ、大型音響試験 通信実験棟の整備を引き続き行
設備等の試験設備及び総合環境試 つた。

験棟建屋の整備を行った。 ノ

また、ETS－VI南北制御用イ
t

亘
オンエンジンスラスタの寿命試験 ρ

を行うために必要となるイオンエ
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧

ンジン試験装置及び建屋の整備を

’

行うとともに、地球観測プラット
tォーム技術衛星（ADEOS）

’

の開発試験を実施するために三軸 r　　　　　　　　　’

姿勢制御システム試験設備の改修
を行った。　　　　　　　　　　　　　　L

@2年度に引き続き三軸姿勢制御

／

， システム試験設備の改修を行うと
、

ともに、ETS－VI衛星四通信実 し

験に必要な設備を設置し、実験を L

実施するための建屋を整備した。
E

”

　　　　　　　　　聯@、f 　　　　　　　　　　職@　　　　　望
ρ

一 「

｝

書　　　　F

馬

ε

、

，’ ’
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冨

欄発覚　　．目・リモートセンシング情報受信処理設備の整備・ 　　　　　　　　　　「
f

研究機関名湯：宇宙開発事業団・
戸

　　1　・　年　度

m　　予算額
，　～平成3年度実績・ 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　　標 ∫備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 10，519，・851 3，947，575 4，249，315
、

　　　　　　　　　　ρ

Y

①地球観測データの提供システム
yび提供ソフトウェアの開発を行
ﾁた。
ALANDSAT、SPOT、　MOS－1／1bの受
M処理等の運用を実施し、利用者
ﾖのデータ提供を行った。
B地球観測衛星システム検証を行
ﾁた。
CJERS－1の初期運用を行っ
ｽ。

①LANDSAT、SPOT、　MOS－1／1b、
dERS－1及びJERS－1の受信処理等
ﾌ運用を実施し、利用者へのデータ提供を行った。

A地球観測衛星システム検証を
sった。
B地球観測データのより有効な利用をはかるために地球観測アータ情報システムの開発を行うとともに、海面密度等デー三思ーットの作成、提供システムの開

①LANDSAT、SPOT、　MOS－1／1b、
dERS－1及びJERS－1の受信処理等
ﾌ運用を実施し、利用者へのデータ提供を行う。

A地球観測衛星システム検証を
sう。
B地球観測データのより有効琶利用をはかるために地球観測アータ情報システムの開発を行うとともに、海面密度等データセ

bトの作成、提供システムの開

　国際的な観測データのネットワークシステムによる地球観測デー

^の効率的な利用を行うとともに
?p者へのデータ提供等を行う。

’ 発を行った。 発を行う。
Cアジア太平洋地域の地球観測
fータ受信局の整備として、イ
ンドネシア局の整備に着手する

、

鳳

「

ヒ

ノ

ρ
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開発項目：地球観測情報システムの整備 〆

「

、

研究機関名等，宇宙窪窪業団
ノ

、 、

。　　　　　　　　年　度 一

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画予算額
@　　（千円）

、

最　　終　　目　　標 備　　　　考
し

事　項 50，240 459，379
①地球観測情報提供技術の開発と ①データ総合管理／提供システ ①データ総合管理／提供システ 地球観測データの利用を促進し
してカタログネットワークの整備 ム及びデータ応用解析システム ムの開発を行う。 有効に役立てて行くための環境整
デ山タ伝送処理システムの検討及 の設計検討を行った。　　　・ ②地球観測情報システムの統合 備として、データ総合管理／提供

’ び国際宇宙年対応データセットの 管理・調整を行う。 システム及びデータ応用解析シス
作成に着手した。
Aデータ応用解析システムの検討を行った。

ξ

③クイックルック及び画像カタログデータ伝送システムの開発を行う。

テム、及び地球観測情報ネットワーク等の開発・整備を行う。

誘

④地球観測情報ネットワークの
設計を行う。
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C人工衛星及びロケッ トの開発に必要な施設　）

開発項．目：Mロケット支援設備
､究機関名等：文部省宇宙科学研究所

（施設の整備） ρ

　
　
　
年
　
度
マ

55　～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
最　終　目　標 備　　　　考

予算額 ’

一　　　　　（千円）

磨@項
　　　　　一
T，656，890

　　　FU65，050
「

，

陛

　新整備塔、ランチャの製作を行っ
ｽ。新整備塔、ランチャを使用し、

l－3S－3、4号機を打ち上げ
ｽ。新整備塔は更に発射装置酒淫を

　第15号科学衛星（ASTRO－D）をM

|3SH－7号機で打ち上げた。
n上燃焼試験設備の製作並びにた
k�ｫ能試験設備の製作を完了し

通商産業省及びドイ

cに協力して、5年度
ﾉ軌道上からの無人回
禛Vステム（EXPRESS）

�l－3SH－8号機
行い、M－3SH型に改修され、59 た。 で打ち上げる。
年度に1号機を打ち上げた。

，　　　ζ
　高空燃焼テストスタンドの更新に
?閨A製作を完了し、M－23、　M一

　7年度に第16号科学
q星（L｛USES－B）をM一

r
3D、M－3B、KM－Pの地上燃 、、 V－1号機で打ち上げ
焼実験を行った。 る。

大型構造試験設備の設計製作を行

　　　‘
A い、それを用いてM－3SII型の ＼ 8年度に第18号科学

1、2段接手、尾翼筒等の最終強度 衛星（PLANET－B）をM一

剛性試験を行った。 V－2号機で打ち上げ
60年度に新整備塔を用い第10号科 る。

学衛星（PLANET－A）をM－3SH－2
号機で打ち上げた。 馬 9年度に第17号科学
61年度に第11号科学衛星（ASTRO一 衛星（LUNAR－A）をM一
C）をM－3S耳一3号機で打ち上げ V－3号機で打ち上げ
た。 る。

63年度に第12号科学衛星（EXOS－D）

をM－3SH一．4号機で打ち上げ
曽

た。

元年度に第13号科学衛星（MUSES一

A）をM－3LSH－5号機で打ち上げ
「

」

た。　　　　、

3年度に第14号科学衛星（SOLAR一
一 A）をM－3SH－6号機で打ち上げ 、

㍉ た。
｝

M－V型の開発に必要な地上燃焼
’

試験設備並びに高空性能試験設備の 」

設計製作に着手した。

1

ノ

一
3 1

」

’ゼ　　

　　
@　
@　
@　
@
W
、
’

（人工衛星及びロケットの打上げ施設）

開，発項目：種子島輝センター施設設備の整備
、

刷

研究機関名等：宇宙開発事業団

・　　　　　　　　年　度
昭和60～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画予算額

@　　（千円）
最　　終　　目　　標 備　　　　考

’事　項 62，370，819 6，500，541 1，945，432
し

レンジコントロール系及 ①各衛星シミュレータの整備を行 ①ETS－V［のシミュレータの ①大型衛星の射場作業に必要と 各衛星にシミニレ一三及び追跡
びレーダテレメータ系の1 つた。 整備を行った。 なる衛星系射場点検取扱設備の 管制に必要な設備並びに、射場点
施設設備 ②各衛星の追跡管制に必要な設備 ②GMS－5及びETS－Wの 整備を引き続き行う。 検取扱設備の整備を行う。

の整備を行った。　　　　　　　’ 追跡管制に必要な設備の整備を ②レーダテレメータ系及び試験
－ ③各衛星の射場整備作業に必要な

ﾋ場点検取扱設備の整備を行った
行った。
B大型衛星の射場作業に必要と

系の施設設備の整備（含：更新
凵jを引き続き行う。

④大型衛星の射場作業に必要とな なる衛星系射場点検：取扱設備の
る衛星系射場点検：取扱設備の整備 整備を引き続き行った。

ト

を行った。

@．

④レーダテレメ㎡タ系及び試験系の施設設備の整備（含：更新

！ 等）を行った。

H－Hロケット打上げ射 ①ステージ燃焼試験の整備を行っ ①H－Hロケット射点設備、射 ①H－Hロケット射点設備、射 H－Hロケット射点設備、射場
点施設設備 た。　　　　　　　　　　　一 場点検設備、射場システムの整 場点検設備、射場システムの整 点検設備等の整備が終了した後、

‘

②H－Hロケット射点設備、射場
_検設備、発射管制設備の整備を

備を引き続き行った。・
AH－Hロケット射点施設の整

備を引き続き行う。
AH一∬ロケット射点施設の整

射場系設備等の更新を行っていく

行った。

BH一■ロケット雁点施設の整備
備を引き続き行った。
B共通施設設備の整備を引き続

備を引き続き行う。
B共通施設設備の整備を引き続

「

を行った。 き行った。 き行う。
を　　　　　　　ノ㌧ ④共通施設設備の整備を行った。
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（人工衛星及びロケヅトの打上げ施設）

開発項 目：宇宙科学研究所鹿児島宇宙空間観測所内の既設の諸施設 （施設の整備） 塑

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所 一

‘　　　　年　度
r　　　　～平成3年度実績

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額
@　　（千円）

最　終　目　標 備　　　　考

事　項 ‘

834，956
1

r

、

M－Vロケットの開発に伴い発 科学衛星及びM系ロケットの打
発射管制設備 、 射管制設備、整備塔・ランチャの 上げ施設として、既設の諸施設の

改修並びに精測レーダ設備の設計 整備を行う。
電気系地上支援設備， 製作に着手する。

整備塔・ランチャー

精測レーダ設備

’

’

肺

、　　　　亦
げ　　　　　　　　　　　　L

辱

、 、
’

‘　　A
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
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@　
@　
@　
@　

研究項目：その他の施設
研究機関名等：科学技祷庁

，航空宇宙技術研究所　　・

年度 ～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 2，603，377 1，628，699 1，6σ9，410 最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　　（千円）、

磨@項 　　　　　璽P，299，559 1，518，654 2，　1　8　9，　0　1　2　　　’

ラムジェットエンジン試 広範な極超音速領域で極めて高 ラムジェットエンジン試験用 前年度に引き続き高温空気系 宇宙往還三三ラム／スクラムジ
験設備の整備等 い性能を有するラム／スクラムジ の高温空気系装置については、 装置、供試体系装置及び計測制 エットエンジンの研究開発試験に

エットエンジン技術を確立するた 燃焼加熱器の整備を引き続き進 御装置の製作を行い、整備の総 不可欠なサブスケールサイズエン
めに必要不可欠な、地上で高空の めるとともに新たにノズル（M 合調整試験を行って整備を完了 ジンの高空性能試験を可能とする
極超音速飛行環境を再現できるラ 6、M8用）の整備に着手し させる。 ラムジェットエンジン試験設備を
ムジェットエンジン試験設備につ た。供試体系装置については、 整備する。

いて、高温空気系及び供試体系装 エンジン用燃料供給装置の整備
置の整備に着手した。また、ラム を引き続き進めるとともに推力 ノ

皿 ジェットエンジン試験棟の建設を 測定装置について整備に着手し
完了させるとともに、新たに計測 た。さらに計測制御装置、連続
制御系の整備を行い、建屋関連工 ラム燃焼試験用の高温空気三三

！ 事を完了させた。 置の整備を前年度に引き続き進
ﾟた。

L

極超音速風洞大型化整備 ’スペースプレニン、H－n：ロケ 前年度に引き続き高温高圧配 前年度に引き続き高温高圧配 HOPE等宇宙往還機の研究開
等 ット打上げ型有翼回収機（HOPE）等 管、ノズル、高圧貯気槽の整備 管、ノズル、測定室、拡散筒、 発試験に必要な直径1．2mの測

の極超音速環境下における熱・空 を進めるとともに、新たに測定 冷却器、燃焼ガスバーナー更新 定部を有する極超音速風洞を整備
力性能の試験研究設備とする極超 室、拡散筒、冷却器、燃焼ガス 及び運転制御システム装置の製 する。　　　　’

〆
’ 音速風洞大型化整備について、風 バーナ’（更新）、運転制御シス 作を進めるとともにガス供給設

洞本体の性能を決定する基幹部で デム装置等の整備に着手した。 備、排気設備増設、高圧空気貯
と

ある高温高圧配管、ノズルの製作 また、既設設備の撤去、移設、 気槽増設等、計測システム及び
’

に着手するとともに、高圧空気貯 改修を進めるとともに、極超音 光学観測装置の製作に着手す
気槽の更新を行った。また、大型 速風洞建屋の増築に着手した。 る。また、極超音速風洞建屋の ’

　　　　　ノ
ﾝ

化整備に伴う関連工事として屋外
乳

増築工事を引き続き進めるとと
二次受変電設備の移設工事を行っ
ｽ。、

もに、真空槽増高等に着手す
驕B　　L
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（人工衛星の追跡等に必要な施設）

開発項，目：宇宙運用・データシステム《SODS）
、

研究機関三等：宇宙開発事業団
ノ

・　　　　年　度
昭和62～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　標 備　　　　考

予算額
ノ

　　　　　　　　（千円）

A事　項 2，832，449

　
　
　
　
3
4
0
，
5
8
6
， i，347，472

宇宙運用・データシステ

?iSODS）等
①全体システムの設計・開発管理
yび評価を行っ尊・

Aネヅトワーク管制設備の予備設
v及び詳細設計を行った。

Bネットワーク管制設備の周回衛
ｯ対応部分の開発・総合調整及び
ﾃ止衛星対応部分の開発を行った

①全体システムの開発及び評価
�sった。　　、

Aネットワーク管制設備の静止
q星対応部分の開発原び総合謂整を行った。

B地球局設備の静止衛星対応部
ｪの開発及び総合調整を行った

①全体システムの開発及び評価
�sう。

Aネットワーク管制設備の静止
q星対応部分の総合調整を行う　　　　㌔o③地球局設備の静止衛星対応部1分の総合調整を行う。

　H－IIロケットにより打ち上げ
轤黷髑蛹^衛星及び複数衛星同時
ﾅ上げ等に対処するとともに、将
?ﾌ宇宙活動に必要となる追跡管
ｧ、運用及びデータ通信を効率的
ﾉ実施するための基盤となる宇宙

｝

㌔

o④地球局設備の周回衛星対応部分

ﾌ機能付加・総合調整及び静止衛
ｯ対応部分の開発を行らた。

o　　　　　　　　　　’ ④衛星間通信対応運用データシ
Xテムの整備に関し、実験地上
ﾝ備のシステム設計、詳細設計
�sう。　　　　’

⑤海外追跡管制局の調査を行った ⑤宇宙往還機対応運用データシ
Xテムの検討を行う。

o　　　　　　　、　　　L
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（人工衛星の追跡等に必要な施設　）

開発項 目：科学衛星のデータ取得、制御等に必要な施設 （施設の整備）

研究機関高等：文部省宇宙科学研究所

，　　婬風 ／’

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
・予算額 最　終　目　標 備　　　　考

　　　㌦i千円）
「

事　項

i　　～ ‘ 科学衛星のデータ取得、制御等
臼田宇宙空間観測所き
A f

’ に必要な研究三三の整備を行う。

F

鹿児島宇宙空間観測所

一

宇宙科学企画情報
解析センター 」
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（その他の施策）
、

　　　　　　　　、､究項目：ロケット打上げサービス産業動向調査
、

・

、

研究機関病名：通商産業省 機械情報産業局 ㌔

・　　1年度 r

予算額

平成4年度実績 平成5年度計画
最　　終　　目　　標 備　，　　考

（千円）

事項 8，740 P　　8，740

ロケットの商業打上げを可能

ﾆする制度の研究

　ロケットの商業打上げ体制

ﾌ整備として必要な国内制度

ﾌ整備に向けた具体的な検討

　欧米の既存のロケット打上

ｰ事業会社等の実態を把握す

驍ﾆともに、国内有識者から

　国産Pケットの開発の進展に伴い可能となりつつあるロケット

､業打上げに向けて、打上げに関する損害賠償責任の在り方、打

繧ｰ保険制度の在り方等について検：即する。

を着手した。 なる委員会を設置し、我が国
’

｝ の実績を踏まえた将来の事業

化の展望並びに制度面の対応

一

要因等について検討を行う。

胃

〆

！

ρ

ユ

’

セ

L

’

ト　▼

r

丁

葦

沸 、診

開発項　目：国際宇宙年 （ISY）活動の実施
ノ

研究機関名詞：科学技術庁研究開発局

年　度

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画予算額
で 最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　（千円）
磨@項 5，486 17，913

　国際宇宙年（ISY）活動の実施

・第4回SAFISYへ参加・プレ・アジア太平洋ISY会議 ・欧州ISY会議へ参加・第5回SAFISYへ参加 ・国際協力の下、人工衛星を用い
ｽ地球観測を推進し、地球科

を開催 ・ワールド・スへ㌧ス・コングレスへ参加 学、地球環境問題への貢献を図
・アジア太平洋ISY会議開催 る。

・作文コンテスト、絵画コンテスト、宇宙 ・青少年を中心に一般国民への宇

〆

トマトの栽培、　「宇宙の日」の

蜿W・選定等の主に青少年を
宙開発活動についての教育普及
�sう。

ノ

対
象
と
し
た
普
及
啓
発
活
動
の
推
進

〆

’

〆

’

ず

一

‘

f

ノ
卜

　　　亨

m

ノ
’

、

，

、　　　～

－

脳

　　　　　　　　，@　’ ’

ノ

♂

㌦

’

～

’

「

距

、

’
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民その他の施策）

硝子項目：国際宇宙年（1 SY）活動の実施（国際協力の推進）

研究機関幾等：郵政省通信政策局
、

　　　阿
N　度

～平成2年度実績 平成3年度実績 平成4年度計画
｝予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考

（千円）

事　項 0 0 579 ’

ISY活動の一環として、通 アジア地域の国々に対して宇宙
信総合研究所（CRL）、宇宙 通信の技術及び利用の普及、啓蒙
開発事業団、電気通信大学、東 を図る。
北大学の4回忌他が協力して、
アジア地域を対象にETS－V
を利用した簡易なネットワーク

｝

を用いて、国際宇宙堂宇宙機関
会議（SAFISY）教育・普
及パネル活動のISY関連プロ

味 ジェクトに参回忌る。
為 ’

▼ ’

｝
葡

’

、

恥

昌

’

ド

歪

層

r

含　　　　　　　　　　　　　　　軋

驚

騨　　　ン

叩

㌧

塗

凡

咤

甲

♂

亀

1

匹

昏

（

瀞 躍 ｝
『

、

！

開発項　目：アジア太平洋地域における衛星通信システム構築に関する調査研究

研究機関名等：郵政省通信政策局 ’　　　　、 　　　　　’
f

　　　　　　　　．年　度「
`　　　　　　　　　　　＼　　　　　予算額

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
”　　　　　　（千円） 最　　終　　目　標 備　　　　考　・

‘

事　項　　・

796，560
アジア太平洋地域における衛
L通信システム構築に関する

※ ※ 　アジア太平洋地域各国で技術試験衛星V型を用いて、電波伝 　アジア太平洋地域各国における衛星通信システムの構築の促進及

調査研究　　’

戸
、 搬特性の調査を継続するととも び普及に資する。

二 に、衛星通信の実証実験等の共
、

ζ

舳

語

同研究を通じて衛星通信システ
一 ‘

’
、 ム構築及び利用に係る技術移転

｝

，

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫

を行う。

ξ

f　　　　　　　　　　　　　　　　生　　　　　　〆

！

｝

F　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L 　　　　　’`

曇

；ノ
’

b

ヤ

｝　　　「 ㌃　　　　　　炉 「

　
　
　
　
　
デ
．
・
－

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

7

’ ぽ　　　　　　9
7

㌦

1

’
1

、

～

「

」

－，
’

’

’ 1

’

≒

電

隊

’

甲

※印：平成4鞭までは・DA予算に計上されていたが、今鞭より・DA予算及び宇照照費に計上することとなる。
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一

開発項目：宇宙関係条約関連措置等 璽

辱

旨

「

研究機関名等：運輸省運輸政策局技術安全課
㌧

T ㌧　　　　　幣
黙＼　＼　＼

_＼＼　　＼　　＼＼　　年　度　　　　　　　　㌔＼、　　　　　　　　　＼ 　　ゴ

`平成3年度実績　　　　，
’平成4年度実績

平成5年度計画

’

予算額　＼＼＼　　　　　　　＼

’

（千円）
－

　　　　　＼磨@項　　＼＼＼　　　　　　　　、＼　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　、、禰、

2，695

㌦

　　㍉
F宙への民間打上げ活動の促 甲

平成5年度においては、産学 我が国においては、民間への

進を確保するための制度のあ 官からなる検討委員会を設置 ロケットに関する技術移転等

　　　　　　　　　　　　’
阨福ﾉついての調査研究 し、概念整理、条約上の責任 を契機として民間が宇宙へ（p

の担保手段、打上げ活動の促 打上げ活動を主体的に行い得

進手段等の観点から、必要な る状況が出現しっっある。こ
一

制度のあり方について検討を のため、宇宙関係条約上の我
、

㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧ 、

を図りっっ、我が国の宇宙輸

　－
翌ﾌ一層の推進を図るため、

二　　、 宇宙への民間打上げ活動の促

、

「

進を確保するための制度のあ

「

り方について調査研究を行う
、

、

、　㍉ 　　　　　　　　　’f

＝　　　　　　　　　　　　　　し
’

、

M幽 諭

）

＼

！V 分野別の研究の進捗状況

～

ポ
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（　科学の分野　）
’

開発項㌧目：天文系科学観測衛星シリーズ （研究）

研究機関名編：文部省宇宙科学研究所
聰

、　　　　　年　度
～平成3年度実績 ）　　平成4年度実績 平成5年度計画 「

予算額
@　　（千円）・

’ 最　終　目　標 備　　　　忌

事　項 覧　　　’ 」

膚

X線望遠鏡（高エネルギー」
　物理学の基本法則や宇宙の生’
ｬ、進化に関する諸天体現象の研

分解能）
’ 究を行うため、各種宇宙放射線の

7 F

赤外線望遠鏡　等
観測に必要な技術等の研究を行
｢、解明に資する。

～

匡

「

、
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「
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（科学の分野　） 鴫

開発項目：地球周辺科学観測衛星シリーズ
、　　　　　　　（研究）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

　　　　年　度

@｝
¥算額

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
最　終　目　標 備　　　　考

（千円）

事　項
ノ　　　　　　馳

ヒ
ノ

1 太陽・地球間の諸物理現象を解

　　　　　　　　　　’
vラズマ計測器

明し、地球環境の推移に関する研

?�sうため、高層大気、電離

磁気圏イメージング　等
層、磁気圏プラズマ等の構造の観
ｪやそれらに関する実験に必要な

餐

技術等の研究を行う。

@　　　　　　L

｛

　　　・

A

／

「

、
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

兵

　
’
畠

、

、

、

ブ

F
，

♂

「

、

㌦

　　　　　　　　〆j
“

’㊧

（　科学の分野　）

開発項　目：月・惑星探査シリーズ （研究）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所
’

年　度

～平成3年度実績
し　　　平成4年度実績

平成5年度計画
予算額
@　　（千円）

最　終　目　標 備　　　　考

’

事　項　　・

鯛

、

大気圏再突入技術
、

　惑星間空間の諸物理現象や月・

f星及びそれらの大気などの生

ペネトレ一三（月震計、熱
ｬ量計内蔵）

L

成、進化過程の研究を行うため、

e種の観測技術、機器等の研究を
sう。

スウィングバイ航法　等 し
f

噛

、

、　　　　　　　圏

r

‘ 7

1

玉

’
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（観測の分野）

選》

〆

　　
@　@　@｝、　

開発項目：高精度多目的型地球観測システム開発研究 （研究）

研究機関三等：科学技術庁研究開発局 、

“
　
　
　
　
　
年
　
度
ゴ

’

予算額
@　　（千円）

～平成3年度実績

　
　
平
成
4
年
度
実
績
（ 平成5年度計画

最　　終　　目　標 備　　　　旧

事　項・
1 、　　　2，　68L 2，　681

　　　　庵pｸ度多目的型地球観測
卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冴

大規模災害等に即応する高精 前年度の調査検討を引き続き 大規模災害等に即応する最適な
システム開発調査 度多目的型地球観測システムに 行い、この結果をリモートセン 高精度多目的型地球観測システム

関し、次の項目について調査検 シング推進会議の検討に反映さ の開発計画をチェック・アンド・
討を行った。 せ、リモートセンシング推進会 レビューする。

議では平成5年5月に「広い分
‘　　　　　　　　　　［ ①　観測要求条件 野に対応した宇宙からの地球観

②　必要な要素技術 測長期シナリオについて」をと
一

③　データの処理・解析技術 りまとめた。引き続き本システ
ムについて調査検討を行う。

’　　　　　1
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一
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一76一
（観測の分野）

、

開尭項目：地球観測技術の研究

研究機関二等：宇宙開発事業団
豆

　　　　年　度

¥算額
昭和55～平成3年度実績 平成4年度実績

　平成5年度計画，　　㌔

最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 2，314，636 276，385 276，413
地球観測衛星システムの

､究

@　　　　　　　　w

　62年度までの成果はMOS－1
yびERS－1並びにADEOS
ﾌ開発に反映された。
@63～2年度には、プラットフォーム型地球観測衛星のシステム検

｢等を行った。
@次期地球観測衛星システムの概
O設計、プラットフォーム型地球

　　　　　　，@静止地球観測衛星システム、
vラットフォーム型地球観測衛
ｯシステム及び低傾斜軌道地球
ﾏ測衛星システムの研究を行っ
ｽ。

@　　　　　　　　「

　小型衛星を含む低傾斜軌道地
?ﾏ測衛星システム、プラヅト
tォーム型地球観測衛星システ
?yび静止地球観測衛星システ
?ﾌ研究を行う。また、熱帯降
J観測ミッションの継続につい
ﾄ検討を行う。

　将来の地球観測衛星システムを
ｾらかにする。

〆

観測衛星の要素技術検討及びデー
タ伝送取得処理システムのシステ
ム検討を行った。

地球観測衛星センサの研・究　　　　　　己 　61年度までの海色海温走査放射

vの研究はADEOS搭載のOC
sSの開発に反映された。
@61年度からは、次期合成開ロレーダのシステム検討及び部分試作

詞ｱ並びに次期マイクロ波放射計
ﾌシステム検討及び部分試作試験

　四周波多偏波合成開ロレーダ
ﾌシステム検討並びにライダー
ﾌシステム検討及び部分試作を
sう。また、高性能マイクロ波
厲ﾋ計、グローバルイメージャ
ﾉついてシステム検討及びミッ
Vョン系開発基礎試験の検討を

　多周波多偏波合成開ロレーダ
ﾌシステム検討並びにライダの
舶ｪ試作を行う。
@またサブミリ波サウンダのシ
Xテム検討と赤外干渉分光計の
Vステム検討と部分試作試験を
sう。

　今後の地球観測センサに必要と
ﾈる技術の確立を図る。

を行うとともに、ライダー及び次 行った。
期受動型分光放射計システム検討
を行った。
次期合成四這レーダの部分試作

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幣 試験（送受信モジュールの組合わ ’

試験）及び次期マイクロ波放射計
の部分試作試験（受信部）を行う

、 とともに、ライダ及び次期受動型
分光放射計のシステム検討を引き

，

」

続き行った。 　一ﾏ

熱赤外センサの研究

@≧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

@　　　　　　　　　　’　♪

　電子走査式の熱赤外センサに必
vとなる一次元配列型撮像素子（
hRCCD）、及び広焦点面形成
Z術の調査検討並びに、1．RCC
cの結晶成長プロセス及び素子化
vロセスの試作試験を行う、ととも．

　IRCCDの素子試作試験を
sうとともに、放射計システム
v素のうち、信号処理部及び検
o部周辺部の設計検討並びに集
�ｪ光部の試験評価を行った。　’

　一次元IRCCDの試作試験
�sうとともに、放射計システ
?ﾌ要素部分試作試験として信
??摯狽ﾌ試作を行う。

　将来の中高度及び静止地球観測
q星に必要な電子走査式の熱赤外
Zンサ技術の確立を図る。

｝ に、IRCCDを用いた放射計シ
ステムの設計検討及び部分試作を

階 行った。¶ ！

叱　　　　　　， 1．RCCDの素子試作試験を行
うとともに、放射計システム要素

一

のうち、検出部周辺部の設計検：討

一　　　」
及び集光分光部の試験評価を行っ

「

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌣

@　　「

た。

ア拶 拶

1

開発項 目：地球観測データ応用解析技術の開発’

’

研究機関名等：宇宙開発事業団
㌔

；　　　　　　　　年　度 ！

予算額
～平成3年度実績　　c 平成4年度実績

平成5年度計画　　　　’

最　　終　　目　　標 備　　　　考
鋼 （千円）

事　項 122，416 459，379r

①応用技術として、ミッション要 ①ミッション要求解析技術開発 ①ミッション要求解析技術開発 将来の地球観測システムに対す
求解析技術の検：討及びデータセッ 及び高次データセット解析技術 及び高次データセット解析技術 るミッション要求解析技術の開発

F きト解析利用技術の検討を行った。 の開発を行った。 の開発を行う。 を行うとともに、地球観測衛星か
②衛星データの高次解析技術の ら取得されるデータを用いて、よ

‘ 、 開発を行い、次期センサの要求 り高次のデータセットを作成する
条件設定、アルゴリズム開発を 解析技術の開発を行う。

！ 行う。また、このための解析デ
「 一三の取得実験を航空機、ブイ

等を利用して行い、データベー
Xの構築を行う。

圃
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、
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」

　　　　　　　　‘A　　　　　　　　　’ 文　　　　　　強

開発項目：地球観測技術実験の実輝　　　　　，

、

噌

研究機関名等：宇宙開発事業団

年　度
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　　終　　目　　標 備　　　　考

予算額
@　　（千円）

【 19，819事　項

「

　新規の技術を使用した地球観測用センサーの実験計画の検討 　新規技術を使用する観測機器の
ﾏ測実験を行う。　　　　　　　　　　　　　㌔

を行う。

μ

「　　　　　　　．

㌧

竃

乳

“

一

甘

ヒ

、

、

　　　　　　　　へ
d

｝

｝

9

　　　　　　　Fp

厚

’

b

「

h

幽 1野

（観測の分野）

開発項目：複数衛星を組み合わせた総合システムに関する研究

研究機関名等：宇宙開発事業団
㌧

年　度
珂

，

甘 ～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考

（千円）
、

「

事　項　　　　　　　， 12，119
」

〆 複数衛星を組み合わせた、地 複数の衛星を効率的に用いるこ

r

球観測及び測位に関する総合シ
Xテムの検討を行う。

とにより、地球環境監視等を中心
ﾆした種々の分野のサービスが提
供可能な総合システムに必要な技
術の確立を行う。

一

、 髪 、

’

♪

→

”
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可
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開発項　且：海洋広’域観測技術の研究開発　　　　　　　　　　、

研究機関名等：海洋科学技術センター

年　度
、

　　　～A　　　予算額

～平成3年度実績　　　　　旧 平成4年度実績　　　　　　　　　　　　’ 平成5年度計画
最　　終　　目　標 備　　　　考

（千円）

事ノ項 覧　　　　65，647 65，613 ．　　　　　1　2　0，　4　1　6
P

海洋観測技術の研究開発 衛星による観測デ山冠を海洋研
?ﾉ応用するため、航空機搭載型

．平成3年度に引き続き航空機搭
ﾚ型マイクロ波放射計の信号処理

　マイクロ波放射計のデータ解析
¥フトウェアに係わる研究開発を

海洋及び海上の大気等をマイクロ波によって観測し、その観測デ

マイクロ波放射計に係わる全体シ
Xテムの概念検討及びアンテナ系

系等の基本的な仕様検討を行いあ
墲ｹてデ「タ解析アルゴリズムの

行うとともに、人工衛星を中心と
ｵた将来の総合的な観測システム

一三を海洋研究に応用するための
阮@を確立する。

及びRF系の基本的な仕様検討を 検討を開始した。 の概念検討を行う。 また、将来の海洋観測衛星に求
旦 行った。 められる総合性能、機能を明らか

－ にする。（要求仕様の明確化）
’

」

’

㎡

「

、

‘

‘　　　　　　　　　セ ℃

、

τ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

2

｝ 隔

再　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
毛

魅

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β

β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

…　　し ’ 、

，

当

申

ｭ診 1

開発項目：海洋自動観測技術の研究開発

研究機関名等：海洋科学技術センター
う　　　F　　　、

年　度 「

』～

ｽ成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額

r、 （新　規） 最　　終　　目　　標 備　　　　考
　　　　　　　（千円）

磨@項
し
吐 73，　955

」

海洋観測技術の研究開発’
－ 沖の鳥島に設置した簡易観測装 海上での観測データが今後増大

置を用い、衛星を経由した海上観 し、そのリアルタイム伝送の必要

♪

！
測データの基礎的な伝送実験を行
､。

性が高まる。このため、実海域で
ﾌ伝送実験を実施し、諸問題を洗

’　匹 い出すとともに、衛星を用いた将
‘ 来型データ伝送システムの最適化

’

ζ 死 を図る。
距

㌔
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、

（観測の分野） ㌧

研羅轟孫孫魏灘li欝開発等
h

艦　　年　度

¥算額，　（千円）
、　　昭和55年度～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

最　終　目　標 備　　　旧

事　項 19，324，880　　　　， 1，892，003 1，932，003

石油資源遠隔探知技 55年度は工業技術院において地球資源衛星1号 前年度に打上げられたJE 前年度に引き続きJERS 人工衛星を利用した石油資源探 ，

術の研究開発等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ﾌ概念設計及び資源探査データ利用技術の研究を行

ﾁた。

RS一ユの取得データについ
ﾄ検証を行うとともに、デー

一1データを利用してのデー

^処理・解析総合システムの

査のための処理・解析技術の確立

�}り、データ利用体制を整備す

タ処理・解析総合システムの 運用を行うとともに、AST る。
、 56年度から57年度は人工衛星を利用した石油 運用を行った。 ER等から得られるデータの

資源探査のためのデータ処理・解析系の調査等を実 また、ASTER等から得 処理・解析技術の研究開発を
施した。 られるデータの処理・解析技 行う。また、ASTERに関

L

， 術の研究開発を行った。 する米国航空宇宙局（NASA）

58年度から59年度は人工衛星を利用した石油 との必要な調整を行い地上シ

資源探査のためのデータ処理・解析技術等の研究開 ステムの研究に着手する。

発を実施するとともに、これらの衛星データと地上 JERS－1データについ
での探査データとの組み合わせるシステムの開発を ては、利用検証を実施し、さ

■

行った。 らに諸外国とのデータ処理・

�ﾍ及び利用技術について共

60年度から63年度は人工衛星を利用した石油 同研究を行う。

資源の探査のためのデータ処理・解析技術等の研究

開発を実施した。
’

元年度は地球資源衛星1号（JERS－1）に搭載され
る観測センサより得られるデータの処理・解析技術

の研究開発及びデータ処理・解析総合システムの開

発を実施した。

2年度はJERS－1から得られるデータの処理
・解析技術の研究開発を継続するとともに、データ ！

孕 処理・解析総合システムの整備を行った。また、研
－

究開発が本格化する資源探査用将来型センサ（ASTE
、

1

R）に対応した処理・解析技術の研究開発に着手し

　ろu
た。

ボ

伊

3年度は前年度に引き続き、JERS－1及びA
　　一 STER等から得られるデータの処理・解析技術の ダ

研究開発及びデータ処理・解析総合システムの整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

を行った。　　　　　　　　　　　　．

溜 一噂

（観測の分野）

研究項 目：高空間分解能地球環境観測衛星の研究
　　　　　　　’k

研究機関等名：通商産業転機械情報産業局

年　　度

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最　終　目　標 備　　考

　　　　　　　（千円）

磨@　項 44，324

次世代合成開ロレーダ等の研究 次世代合成三三レーダ等の 石油の開発・精製・流通段階等で生ずる地 平成5年度スタート
開発 研究開発を行う。具体的には 球環境に与える影響を把握する観点から高性

’

り
亀 、地球資源衛星1号（JERS－1 能な次世代合成開ロレーダ等の開発をを行い

）に搭載されている合成開口 、環境変化に係る監視データのシミュレーシ
〒 レーダ（SAR）の後継機の研 ヨン等により環境保全と調和した石油資源開

瓦

究を行うとともに、当該セン 発を推進する。
｝

r サ等を搭載する地球観測衛星
し の検討に着手する。

沖
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（観測の分野）

研　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬
究項目：衛星データのデータベース・ネットワークの構纂の研究

，

研究機関等名：通商産業省機械情報産業局

年　度
～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画

・　　　予算額
最　終　目　標 1備　　　考

（千円）

事項
57，585　，

衛星データのデータベース・ネ

bトワークの構築の研究開発

　リモートセンシングデータ

ﾌデータベース化及びネット

潤[ク化の整備に係る基礎研

膨大な衛星データをタイムリーにかつ利用

ｵやすい形態で利用者に提供するため、リモ
[トセンシングデータのデータベース及びネ

平成5年度スタート

㌔

究に着手する。 ットワークの構築を図る。

「

7

＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

隔

7
’

、

「

▼

　　　　鑑

身
、

磨
」

｝

’糟 　騨

、（人工衛星共通技術の分野）

研究項目：次世代実用衛星開発
・利用動向調査　　　　　　　！　、

　　　　　　　　　　、V

研究機関等名：通商産業省機械情報産業局

年　度 塁

，平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最　終　目　標 備　　　考

　　　　　　　　（千円）

磨@項 10，712　， 10，712 10，712

次世代実用衛星開発・利用動向調査 内外の実用衛星に係る開発 今後予想される実用システ 前年度に引き続き、今後予 次世代の実用衛星システムの提案・実 平成3年度スタート
耽

；　ド

・利用動向及び将来動向の調 ムについて、海外動向調査を 想される実用システムについ 現に向けて、その技術内容、利用可能性

査乙検討を行った。また、実 行うとともに、官民の適正な て、海外動向調査を行うとと 運用のあり方及び制度上の問題点等につ

用システムとしての技術的側 役割を踏まえた開発形態・運 もに、官民の適正な役割を踏 いて調査を行う。

’ 面からの可能性を検討した。 用形態並びに全体システムの まえた開発形態・運用形態並

国際的な推進体制の在り方等 びに全体システムの国際的な

具体化のための方策、これら 推進体制の在り方言具体化の

を踏まえ国際的連携の下に商 ための方策、これらを踏まえ

業ベースで開発・製作してい 国際的連携の下に商業ベース

ノ

く場合の制度上の問題点等に で開発・製作していく場合の

ノ　　　　曽 ついて、対応の方策等を検討 制度上の問題点等について、
した。 対応の方策等を検討する。

㌧

、

㌔

f

｝

“

τ

「

辱

罰

！　　　　　　　　　　　　　　≠

噂

引

％

「

’

’

揃

　
重
十 〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤

’

’

一85一



～

、

、

一8’6一

（観測の分野） 　　　　　　、ﾁ

魑

研
　　　　　　　　　　　　　　τ??ﾚ：温室効果気体センサの後継機センサ　　　　　　　　　　　　　冑 （IMG一三）の研究

研究機関誌名：資源エネルギー庁
「

年度 箪　　～平成3年度実績
、　　平成4年度実績 平成5年度計画

，　予算額
最　　終　　目　　標

　
備
　
　
　
考
’

（千円）

事項 1

100，004

　　　　　　　「汾｢代温室効果気体

Zンサ（IMG－1
jの研究開発

、

　データの継続性を維持し長
冾ﾌ環境モニタリング調査等
Cを可能とするため、次世代温

ｺ効果気体センサ（IMG一

　温室効果気体センサ（IMG－1）の開発・運用に引
ｫ続き次世代温室効果気体センサ（IMG－1）の研究
J発を行い、温室効果気体等の分布を研究するとともに

A温室効果気体の吸収、発生等の循環メカニズムについ

平成5年度スタート

H）の研究に着手する。 ての高度な科学的知見を得る。

1

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哨

‘

「

馳

ヒ 免

i

魑

’

「
も

y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　、
♪

職

’

盛 1野

（観測の分野）

研究項目 ：次世代地質リモートセンシングに関する研究1
研究機関等名： 工業技術院地質調査所

＼

，年度 と

平成元年度～3年度実績、 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額　’

」

最　　終　　目　　標 備　　　　考
’

（千円）

事項 30，292， 10，778 11，849
メ

データ利用先行 元年度は中間・熱赤外域 中間赤外ズペクトルのデ 中間赤外スペクトルのデ 地質応用のための多バンド赤外センサに対す

研究 の火成岩・珪酸塩鉱物の分 一タベース開発に着手した 一三ベースの完成及び四三 るユーザ要望を明確化する。超多バンドデータ

光特性の測定・解析を行っ 。伊豆大島にて航空機によ 性を用いた岩石区分の研究 の処理・解析のための基礎拉術を確立する。

た。熱慣性用地形補正アル る熱慣性画像を作成するた 、そして超多バンドのデー 「

’

ゴリズムを検討した。10 め熱画像セットの取得を行 タ処理・解析の研究を行う

　　　κI

バンド級程度の表示・処理

Z術を検討した。
つた。100回忌ド級程度
ﾌ処理・解析技術の開発を

o　　　　　　　　　　　→

継続して行うとともに、実

2年度は中間・三三四域 デーデによる地質解析評価

の火成岩・粘土鉱物の分光 を行った。

特性の測定・解析を行った
’

．（ 。熱慣性マ．ッピング用ソフ

トウェァの地表温度シミュ
1

旨

ゾ レーション部を作成した。

壬 50バンド級程度の処理技
術を検討した。

｝

，

㌔
3年度は火成岩・炭酸塩

　　く
f

鉱物の中間・熱赤外分光特

ヂ
性の測定・解析を継続する

し とともに、SiO2含有量の 辱

冴 　　　　　～¥測システムを作成した。
’

熱慣性マッピングの適用地
L「

@　　　　　　　　　ノ
，　　　　　　　，

モ

土実験を行った。100バ
塔h級程度の処理・解析技

‘

’ 術を検討し、濫発に着手し ゼ

！

～　　　　　　　　　　　　　　　｝ た。
鬼
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（観測の分野）　　　　　　　．

開発項目：静止気象衛星の機能等に関する調査研究 （研究）

研究機関名等：気象庁　・・
’

年度　’

@ユ ん平成3年度実績 平成4年度実績
　、

ｽ成5年度計画 最　終　目　標 備　　　考

7　　予算額
　　　　　　　　（千円）
m事　項　　　　、

1

」 9，842
「

静止気象衛星の機能等に関す
髓ｲ査研究 、

5

　諸外国を含めた静止気象衛星
ﾉ関する動向、地球観測衛星に
ｨけるセンサ等の技術的動向を

　開発中の静止気象衛星5号（GMS－5）1の設計寿命、地球観測衛星に対

ｷるニーズの高度化・多様化等をふま
調査する。また、効率的な気象 え、諸外国の動向、地球観測衛星にお
衛星のあり方についても、併せ けるセンサ等の技術的動向、効率的な

ヤ‘
て調査する。 気象衛星開発のあり方等について調査

､究する。

レ

唱

r
1

一胃

「　　　「

’

、

“

電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

｝　　　　　　　　　　■
雪　い 　　　　　　　「D

、　　　　　　　　　　㌧

1

鋼

｝　　　ρ

卜

ノ

」 ’

年

レ　ゴ

｝

　　　　　　　　　　馬ﾓ

｝　　　　緬 ’

ザ

，

「

b　’
、

拶 1

（観測の分野）舶

㍉ 匡

開発項目＝光領域アクティブセンサによる地球環境計測技術の研究開発

研究機関言忌：郵政省通信総合研究所

年　度

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 最　　終　　目　標 備　　　　考

　　　　　　　（千円）

磨@項 4，700 11，250 20，655 蟹

光領域アクティブセンサ ，将来型のレーザレーダの光源と 1．5μmより長い波長域のレ 将来の衛星搭載用レーザレー レーザを光源とするアクティブ
による地球環境計測技術 して1。5μmより長い波長の固体 一ザで将来の衛星搭載用を考え ダ用のEye－safetyレーザの開発 （能動的）センサーであるレーザ
の研究開発 レーザの研究開発を平成8年度に ると現在ファイバー光通信に使 の中で高電圧を用いず、しかも レーダは、地球環境中で特に衛星

含

かけて行なう。平成3年度は、次
N度の半導体レーザ励起固体レー

われている半導体レーザを固体
戟[ザの励起用として用いる固

レーザの励起効率の大変高い半
ｱ体レーザによる励起方式を開

からの対流圏の観測手段として、
ｱれから21世紀にかけてますま

「 ザ用レーザロッドの開発を始める 体レーザを開発する必要がある 発する必要がある。5年度は、 す重要になってきている。本研究
ためにレーザロッドの結晶の吸収 。半導体レーザ励起の固体レー 半導体レーザを用いて高密度な では1．5μmより長い波長での固

可

を測定する装置を整備し、結晶の
ｲ査と吸収特性の実験を行なった

ザは最近研究開発が活発化して　　　　　、来ているものであり、レーザの 励起手法を開発するため、半導
C体レーザを整備して、固体レー

体レーザを光源とするレーザレー
_の研究開発を行い、21世紀の

0　　　　　　　〆
@　　　　　　　　　　　　〆

もとになる固体材料の評価を行
ﾈいながらレーザの開発を行な

ザ用ロッドの最適な励起を行な
､ための半導体レーザ光の照射

将来型の衛星搭載レーザレーダの
賰b研究を行うものである。

智
う必要がある。平成4年度は、 方式を、レーザロッド三面から
3年度に行なった吸収性実験に の蛍光強度等を測定しながら開
加えて蛍光光度を測定し、最適 発を行なう。

r　　　　　　　　　ノ
と考えられる固体レーザロッド
ﾌ開発を行なった。

，

曼

’

∫

’

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

選

庸

ノ

ノ

F

ノ　　　　　　　　」， 軋
バ

、

し 炉

’

題

「

、 7
’

’　　、

、

を

‘ 謂 、 炉
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